2008.7.12　OAA名古屋支部会

流星群命名法規則つくりについて

　　　　　　　　　　　　　―――IAU作業部会報告の概要―――

　　　　　　　　　　　　　　　　　NMS　　　岡本貞夫

　2006年にプラハで開かれたIAU総会は２２委員会（流星及び惑星間ダスト）内に流星群命名法及びこれに従った流星群名称（IAU番号と3文字コード付き）を提示するのための作業部会を設立しました。作業部会のチーフはP.Jenniskensであり、この間の経過と素案がWGN、The Joournal of the IMO 34:5 (2006)とMeteoroid2007での報告及びその集録であるEarth Moon Planet(2008)102:5-9にPeter Jenniskens から出されました。

　ここではこれらに基づいて、流星群命名法原案とこれまで分かっている流星群の名称原案を概略報告します。

　なお、この作業部会の原案及びこれまでの流星群名称案については、次回のIAU総会（2009年Rio de Janeiro,Brasil）の半年前までに作成され、IAU Meteor Orbit Data Centerのwebsite

（http://www.astro.sk/~ne/IAUMDC/Ph2003/）に掲載され、次回総会で審議決定される予定です。

1． 作業部会の構成

Peter Jenniskens（chair）、 Pavel Spurny(president of C22)、Vladimir Porubcan

(head of the IAUMDC)、Juergen Rendtel(president of the IMO)、地域委員として

Tadeusz Jopek(Poland)、Shinsuke Abe(Japan)、Jack Baggaley(New Zealand)、

Bob Hawkes(Canada) の8名。

2． 流星群命名法

①　一般的なルール：輻射点のある星座のラテン語の属格を用いる。次の7種がある。

-ae(例,Lyrae),  -is(例,Leonis),  -i(例,Ophiuchi),  -us(例,Doradus),  

-ei(例,Equulei),  -ium(例,Piscium),  -orum(例,Geminorum)

 語尾は-id または複数形の-ids にするのが普通である。Aquarius（Aquarii）から来る流星はAquariidsであり、Aquaridsではない。

②　例外は、Hydrus（みずへび）はHydrusidsとし、Hydra（うみへび）と区別する。

③　星座名が2語から成っている場合は2語目の格変化のみが（id）に置き換えられる。そのため、Canes Venatici(Canum Venaticorum)はCanum Venaticidsとなる。

④　2つの星座がグループ分けされる時ダッシュを使い、両方の星座名にidをつける。そのため、Puppids-Velidsとなる。ガイドラインとしては輻射点が移動する順番に書くのがよい、Coronae Borealids-BootidsではなくBootids-Coronae Borealids。

⑤　「複合体」は、同じ母天体から生じる流星群のグループを指すのに使う。そのため、流星群のおうし座複合体は彗星のエンケファミリーから生じていると言うことができる。

⑥　正確さを必要とする時は、極大時の輻射点に最も近い（明るい）星、Johann Bayer(1603)の星図による星名のギリシャ文字または後で用いられたローマ文字を用いる。

疑わしい場合は、流星群の（発見年の）極大時の輻射点位置による。したがってIRAS-Araki-Alcock彗星からの流星はηLyrids（またはη-Lyrids）とする。

⑦　慣例によって、同じ星座からの流星群を区別するために月名を付記する。この場合、IRAS-Araki-Alcock彗星からの流星群はMay Lyridsとし、よく知られた April Lyridsと区別する。

8 昼間群―輻射点の太陽離角が32°以内の流星群にはDaytimeを付記するのが慣例である。そのため6月Arietids昼間群は十月Arietidsに対して命名される。

南と北は、同一母天体からの流星群の赤道面に対する南北分枝を示す。

　　他の交点で起きる流星群は、慣例に従ってtwin　showersという。Orionidsとeta-Aquaridsは、流星体が異なった時期の軌道上にありそれぞれ異なった軌道を持つとしてもtwin　showersである。

　　Twin　showersと南北分枝は違う名前で言われる。

9 母天体の名前は用いないことにする（例えば、Giacobinids,　IRAS-Araki-Alkockids）。彗星名はラテン語でないし、見失われていたり再発見された時は別の名称になり、単一の名称ではないなどのためである。

　　　　　

付け加えれば、多くのおうし座流星が２P/Encke彗星と異なる母天体によると言うようなこれまでの星座との関連も変わるかもしれない。

混乱がある場合、流星群命名法作業部会は各流星群についての唯一の名前（例えば、五月こと座流星群でなくη―こと座流星群）を可能な名称の中から選ぶ。

3． ワーキングリスト

　流星群のワーキングリストと命名法ルールはIAU広報９９（2007年１月）で出版し、以下に置いてある。

IAUMDCのウェブサイト http://www.astro.sk/~ne/ IAUMDC/ 

　　IAU２２委員会のウェブサイト　http://meteor.asu.cas.cz/IAU/nomenclature.html
    2007年1月のIAU広報　http://www.iau.org/fileadmin/content/Ibs/ib99.pdf
　　　バルセロナのMeteoroids2007の間に新しい流星群を追加し、既存の流星群についての新情報の追加も考えた。

　　　ワーキングリストの管理責任を持つのはIAUデータセンターであり、Vladimir Porubcanが管理している。

    　新流星群やこれまでの流星群への新しいデータを報告し、新しいIAUナンバーを得るためのウェブサイトの責任者はポーランド、ポズナンのPoznan Astoronomical ObservatoryのTadeusz Jopekである。　Http://vesta.astro.amu.edu.pl/Staff/Jopek/
 IAUは、ほとんどが突発時の眼視観測からの流星群を含む事を容易にするために、アマチュア観測者による新流星群発見報告を調整する。ワーキングリストを更新できるウェブサイトがある以上、新発見流星群は明示されたIAU番号なしで印刷するべきではない。出版前に流星群番号を得るためにIAUMDC（Jopek）に報告されるべきである。これが印刷物においてその後の議論を活発にし、検出確認の助けとなろう。近い将来、新発見流星群の要約電報（CBET）がだされ、流星観測者に新流星群の報告について注意喚起することが作業部会の期する所である。

4． 選定された流星群リスト

2年後のRioでの次回総会の半年前の2009年１月までに確立された流星群リストに含むために、流星研究者の研究に基づいて全流星群を選定する。　

確立されたとして提案されたリストは,ワーキングリストに掲載された情報と起源に基づいて確立された流星群とするに足る十分な証拠があるかどうかの議論を容易にするため、総会前に掲示する。以前に疑問視された流星群のみ、総会に於ける２２委員会の会議の場で公式に承認するための評決が期待される。そして、以後天文学的な実在として個別に認識される。

追記

　新流星群の報告Webサイトは以下である。

　http://www.astro.amu.edu.pl/~jopek/MDC2007/
  発表はCBET　1088（2007年9月25日）上で成された。
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